
  令和 5年度文化施設職員等研修事業  

■ 定員 ： 20名程度 ※事前申込制 （定員になり次第締め切ります。） 

■ 対象 ： 文化行政担当職員、文化施設職員など文化・芸術に携わる方 

■ 助成 ： 一般財団法人地域創造 

■ 主催 ： 広島県・（公財）ひろしま文化振興財団（広島県受託事業） 

参 加 

無 料 

会   場 広島県民文化センター 第１展示室 

（広島市中区大手町 1-5-3 地下１階） 

日   時 ８月１０日（木） １４：００～１７：30 （受付開始 １３：４５） 

講   師 吉野さつき さん （アーツ・マネージャー、愛知大学文学部教授） 

事例報告 広島アートサポートセンター 保田香織 さん （アドバイザー） 

―文化芸術分野での『誰一人取り残さない』を考察する― 

“みんなの文化施設”のススメ 

子 ど も  お と な  若 者  高 齢 者  障 害 が あ る 人  病 気 の 人  低 所 得 者  高 所 得 者 
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「誰一人取り残さない」という基本理念の下、国連加盟国共通の目標として「持続可能な開発目標(SDGs)」が定められました。 

我が国の文化芸術基本法では、「文化芸術を創造し、享受することが人々の生まれながらの権利である」と定められています。 

また、2024年 4月から障害者差別解消法による社会障壁を取り除く合理的配慮が、民間事業者においても法的義務化されます。 

公立文化施設は、誰もが芸術文化に親しめる場所です。具体的な事例を参考に公立文化施設の

役割を整理しながら、さまざまな人の芸術活動を後押しする取り組みを一緒に考えましょう。 



電話・FAX・E メールいずれかで、申込書にある項目を

お知らせください。 
 

公益財団法人ひろしま文化振興財団（担当：高井） 

〒730-0051 広島市中区大手町 1-5-3  

広島県民文化センター内 

TEL 082-249-8385   FAX 082-249-7531 

E メール hirobun@h-bunka.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 令和５年度文化施設職員等研修事業 「“みんなの文化施設”のススメ」 【申込書】 

※ お申込みに際しお送りいただいた個人情報は、本件に関するご連絡および今後のご案内のために使用させていただきます。

主催事務局にて厳重に管理し、いかなる第三者にも提供することはありません。 

ふりがな 

名  前 
所属・職名 

連絡先 

〒 

電話 

携帯 

E-mail 

吉野さつき さん （アーツ・マネージャー、愛知大学文学部教授） 

愛知大学文学部教授。英国シティ大学大学院でアーツ・マネジメントを学び、公立劇場勤務、英国での研

修（文化庁派遣芸術家在外研修員）を経て教育、福祉等の場で芸術を用いた活動に携わる。日本財団、国

際障害者交流センター等との共同調査研究「障がい者の舞台芸術表現・鑑賞に関する実態調査報告書」

「障がい者による舞台芸術活動に関するケーススタディ調査」(2106 年)。2017 年度～2019 年度厚生労働

省の障害者芸術文化活動普及支援事業評価委員。2021 年度～2022 年度文化庁の障害者等による文化芸術

活動推進事業に係る企画審査委員。2022 年度障害者文化芸術活動推進有識者会議構成員。Open Arts 

Network メンバー。 

広島県アートサポートセンター 

プロフィール 
令和 5年度文化施設職員等研修事業（“みんなの文化施設”のススメ） 

■ 14：00～ レクチャー 

吉野さつきさんによる多様な人たちと関わる芸術の事

例や関連する国の制度などについて 
 

■ 15：10～ 事例報告 

保田香織さんによる広島県内での取り組みについて 
 

■ 16：00～ グループワーク・まとめ 

参加者同士の意見交換により、気づきや疑問を共有し、

これからの取り組みについて探ります。 

講座スケジュール（予定） 

2016 年度から、広島県障害者文化芸術活動支援事業「広島県アートサポートセンター」として、主に美

術分野の支援事業を開始。2016 年度の後半に実施した舞台表現（演劇）分野の体験ワークショップをき

っかけに、県内で表現活動に取り組む人、団体などに協力を得ながら、舞台表現分野のサポートも継続

している。障がいのある方の文化芸術活動に関する相談の対応、情報発信、権利に関するＱ＆Ａハンド

ブック１・２の配布、権利保護や表現活動に関するセミナーやワークショップ、助成事業、専門家の現

場派遣や鑑賞支援などを実施。ひとりひとりの表現を大切にし、表現を楽しみながらその関係性の中で

自分らしい生活を送ることができる社会を目指して、個人、支援者、団体、機関などのネットワークづ

くりにも積極的に取り組んでいる。 

事業紹介者 保田香織 さん （広島県アートサポートセンター アドバイザー） 

呉市内の障がい者施設に勤務しアート活動の実践を行ってきたのち、2014 年 9 月より、ＮＰＯ法人ひゅーる

ぽん のアートサポートセンターひゅるるの専従スタッフとして勤務。厚生労働省受託事業を実施し、制作支

援・権利に関するＱ＆Ａハンドブックの作成、アートの社会化のプロジェクトなどを進めた。現在は、アート

現場の支援を行いながら広島県アートサポートセンターの担当者として、福祉サービス事業所や団体への講師

派遣、電話・来訪相談、関係団体との調整、アートの権利や文化芸術活動に関するセミナーやワークショップ、

鑑賞会の企画・実施、作品展の開催支援などに従事している。 

身体表現セミナー＆ワークショップ 

ほぐす つながる 表現あそび 

申込先・問い合わせ 

ART : Junpei Kito 

撮影：杉本文 


